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ヒマワリホールクロップサイレージの発酵品質と飼料価値
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1 は じ め に

ヒマフリは戦前に北海道の道東,道北地方で青刈飼料と

して栽浩されていたが
1ら 近年,水回転作用作物として見

直され,品種や栽培法について検討が進められつつあが 。

そこで著者らは東北地域への導入にそなえて ,ヒ マワリ

をホールクロップサイレージとして利用する際の飼料特性

について検討したので概要を報告する。

2試 験 方 法

(l)耕種概要 : ロシアヒマワリを供試し,1982年 6月
00日及び 7月 12日 に播種した。栽浩面積は 1区 350″で ,

栽植密度は7,000本 /10α とした。対照作物の トウモロコ

ンは 5月 10日に播種した。

●)収穫・調製 : 糊熟期 (7月 12日 まき)及び完熟期
(6月 30日 まき)に達したヒマワリを10月 18日 にシリンダー

型ハーベスタで収穫し,別々に塔型サイロに埋蔵 した。ト

ウモロヨンは10月 5日 (黄熟期)に収穫した。このほか ,

生育途中の飼料成分の変化をみるため,10日間隔で抜き取

りをイテなった。

●)消化及び嗜好試験 : 消化試験は 1群 3頭の去勢羊
により全糞採取法で行なった。嗜好試験には 1群 5頭の羊

を用い,群飼状態で自由採食させた。

“

)化学分析 : 一般成分は常法により,ADF,リ グ
ニン,でんぶ湖ま畜試法により分析した。また,pHはガラ

ス電極pHメ ーターで,有機酸細成は箭原の方法で測定した。

3 試験結果及び考察

(1)生育時期別及び収穫期の成分組成

草丈及び収穫期の乾物収量を表 1に示した。 7月 12日 ま

きの草丈は6月 30日まきより劣ったが ,それでも収穫時に

は180昴に達した。乾物収量はいずれも500″ /10`を越え

たが,台風による倒状や折損がなければ,更に高まるものと

考えられた。ヒマフリの栽培法について,栽植密度は
',000

本 /10α ,施肥量は窒素10～15″ /10α ,燐酸15″ /10´ ,

表 1 草丈及び収穫時の収量
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カリ10″ /10aの程度が必要であり,東北での播種期は 6

月中～下旬が望ましいとされているが

' 

トウモロコンに

比べて耐倒伏性が著しく劣ることから,栽培法及び品種選

定の面でさらに改善をはかる必要があろう。

生育時期別の飼料成分変化 (図 1)をみると,乾物率は

開花期には10%前後であったが,完熟期には30%に達した。

一方,粗蛋自質含ヨま経時的に減少した。粗脂肪とセルロー

スは登熟につれて増加したが,ケイ酸は開花～乳熟期に一

時低下し,その後再び増加した。部位別にみると (表 2),

子実には粗蛋自質,粗脂肪,リ グニンが多く,花床にはセ

ルロースが,茎葉にはセルロース,リ グニンが多かった。

●)サイレージの発酵品質,嗜好性
表 3に示すように,糊熟～完熟期のpHは 38～ 42で

トウモロヨシよりやや高かったが,総酸,VFAの組成,乾
物回収率にはほとんど差がなかった。一方,VBN/T一N
はトウモロコシに比べるとかなり高かった。家畜の嗜好性

は完熟期より糊熟期の方が優れていたが ,これは折目ら
3)

の結果とも一致しており,今後,嗜好を高める方法を検討
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図 1 ヒマワリの生育時期別飼料
以分の変化 (6月 30日 まき)
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表2 ヒマワリの収穫時の部位別飼料成分組成 (%DM)
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27 0   42   1 5  11 3
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97   868 892 913

表 4 サイレージの飼料価値と栄養収量
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ウモ●コシに及ばなかった。なお,糊熟期の飼料価値は完

熟期より勝っていたが,ト ウモロコンに比べるとTDN及
びDEの面で劣っていた。

養分収量はTDN,DEと もに糊熟期の方が勝った。こ
の傾向はEdwards pの結果とも一致しており,ヒ マワリ
をサイレージとして利用する場合には糊熟期に収穫するこ

とが望ましいと思われる。

4 ま め

開封後の時間 (時F.|)

図2 ヒマワリホールクロップサィレ
ージの二次発酵温度の変化

する必要があろう。二次発酵温蔭は開封後48時間で36C前

後に達し,最高45℃前後まで上昇した (図 2)。  この傾向は
トウモ0コ シとはぼ同様であることから,二次発酵の起り
やすさはトウモロコシ並と推察された。

“

)飼料価値と養分収量
サイレージの飼料価値と養分収量は表 4に示した。ヒマ

ワリサイレージの水分は70%前後で トウモロコシに近似じ
ていたが,粗蛋白質,粗脂肪などの成分やエネルギーはト
ウモロコンより高かった。消化率は完熟期より糊熟期の方

が高かったが,棚旨肪以外の各成分の消化率はいずれもト

ヒマワリをホールクロップサイレージとして利用する際

の飼料特性について検討した。発酵品質は トウモロコンと

比べて大差がなく,二次発酵の起りやすさもトウモロコン

並みであった。また,TDN含 量は ,粗脂肪含量が著 しく
高いため,乾物消化率が低いにもかかわらず糊熱期のもの

で60%台に達 した。しかし,家畜の嗜好性は トウモロコン

より劣るので ,単一でサイレージ化するよりもトウモロコ

ンなどと混合して利用することが望ましいと思われる。
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表3 サイレージの発酵品質
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